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1. はじめに 

酸化チタンは光触媒機能及び光導電性を有する機能性セラミックス材料として知られており、

その応用は広範囲にわたる。我々はこれまでに波長 775 nm(光子エネルギー：1.6 eV)、パルス幅

150 fs、繰り返し周波数 1 kHzのフェムト秒レーザーを用いると酸化チタン膜に光導電性などが付

与されることを明らかにしてきた。本現象は、酸素欠陥がレーザー照射部に形成されたことによ

るものと考えられる。また、酸化チタンはバンドギャップ 3.2 eVであるが、多光子プロセスによ

り酸素欠陥が形成された可能性がある 1) 。波長 775 nm より長波長のフェムト秒レーザー用いる

と光子エネルギーが減少するため酸素欠陥が形成されにくい可能性がある。すなわち光学特性に

影響を与える可能性がある。波長を変化させたときの酸素欠陥の形成に与える影響については明

らかにされていない。 

本研究では、波長 1045 nm、パルス幅 400 fs、繰り返し周波数 100 kHzのフェムト秒レーザーを

酸化チタン膜に照射し光学特性を変化させることを目的とした。光学特性として光導電性及び波

長透過特性を調べた。 

2. 実験方法 

平均粒径 200 nmのアナターゼ型酸化チタン微粒子を含むエアロゾルビームの照射により、ガラ

ス基板上に酸化チタン膜を形成した。形成した酸化チタン膜に対しフェムト秒レーザーを照射し

た。Fig. 1に実験装置概略図を示した。本実験では波長 1045 nm、パルス幅 400 fs、及び繰り返し

周波数 100 kHz のフェムト秒レーザーを用いた。レンズを用いて酸化チタン膜表面上でのレーザ

ースポット径を 40 μmとした。フェムト秒レーザー照射部に可視光を照射し、電気抵抗値を調べ

た。また、分光光度計を用いて波長透過特性を調べた。 

3. 実験結果 

波長 1045 nm のフェムト秒レーザーを照射することによ

り酸化チタン膜に光導電性を付与することができた。 
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